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社会資源を持つニューカマー中国系移民のホスト社会参加阻害要因

︽
投
稿
論
文
︾

社
会
資
源
を
持
つ
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
中
国
系
移
民
の
ホ
ス
ト
社
会
参
加
阻
害
要
因

　
　
　

 

個
人
の
経
験
と
受
け
入
れ
構
造
の
視
点
か
ら 　
　
　

一　

問
題
設
定

本
稿
で
は
、
大
阪
府
を
中
心
に
ス
キ
ル
、
社
会
関
係
資
本
と
経
済

資
本
な
ど
の
社
会
資
源
を
持
つ
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
中
国
系
移
民
が
個

人
・
一
世
帯
だ
け
で
自
立
可
能
な
生
活
領
域
を
研
究
し
、社
会
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、日
本
人
や
ホ
ス
ト
社
会
と
の
関
係
性
に
焦
点
を
当
て
る
。

ま
た
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
多
文
化
共
生
政
策
を
背
景
に
、
地
域
社
会

や
職
場
、
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
多
文
化
共
生
イ
ベ
ン
ト
か
ら
構
成

さ
れ
る
移
民
の
生
活
世
界
を
把
握
し
、
移
民
側
に
お
け
る
ホ
ス
ト
社

会
と
の
乖
離
を
生
み
出
す
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、﹁
受
け

入
れ
ら
れ
る
﹂
こ
と
の
意
味
を
検
討
す
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
系
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拡
大
と
新
し
い
移
民
層
の
台
頭
が
あ
る
。
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
に
中
国
で
の
生
活
経
験
を
持
ち
、
そ
の
後
日

本
に
移
住
し
た
者
や
そ
の
子
孫
を
﹁
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
中
国
系
移
民
﹂

と
定
義
し
て
い
る
本
研
究
に
お
い
て
、
法
務
省
の
デ
ー
タ
に
よ
れ

本
研
究
は
、
地
方
行
政
に
よ
る
﹁
多
文
化
共
生
の
推
進
﹂
の
影
響
下
で
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
中
国
系
移
民
の
語
る
経
験
や
記
憶
を
通
じ
て
、
移
民
の
生
活
世
界
の
形
成

と
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
を
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
社
会
と
職
場
、
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
多
文
化
共
生
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
三
つ
の
場
面
に
お
け
る
ホ
ス

ト
社
会
へ
の
参
加
経
験
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
受
け
入
れ
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
の
﹁
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂
と
、
適
応
の
緩
衝
地
帯
と
し
て
機
能
す
る
﹁
多
文
化
共

生
イ
ベ
ン
ト
=
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
﹂
の
役
割
を
検
討
し
、
多
文
化
共
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
考
を
試
み
る
。
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ば
、
在
日
中
国
人
の
人
口
は
一
九
五
九
年
の
四
万
四
、五
九
九
人
か

ら
二
〇
二
三
年
に
は
七
八
万
八
、四
九
五
人
へ
と
約
一
七
、七
倍
に
増

加
し
た
。
そ
の
増
加
の
一
因
と
し
て
、
一
九
八
六
年
の
中
国
政
府
の

公
民
出
境
管
理
法︶

1
︵

の
施
行
と
と
も
に
﹁
海
外
留
学
﹂
や
﹁
出
国
﹂
が

増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
移
民
人
口
の
増
加
と
﹁
出
国
﹂
の
動
き
が
進
む
中
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
日
本
に
お
け
る
中
国
系
移
民
に
関
す
る
状
況

も
あ
る
一
区
切
り
を
迎
え
て
い
る（
濱
下
、二
〇
一
三
）。移
民
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
相
互
扶
助
の
段
階
か
ら
多
様
化
へ
と
進
展
し
、
特
に
ホ
ス

ト
社
会
と
の
関
係
性
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
、
南
米
な
ど
か
ら
の
労
働
目
的
の

新
規
移
民
が
徐
々
に
増
加
し
、
在
日
台
湾
人
、
韓
国
・
朝
鮮
人
と
は

異
な
る
新
た
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
た
。
さ
ら
に
、
中
国
人
帰
国

者︶
2
︵

、
帰
化
し
た
人
々
、
研
修
生
・
留
学
生
の
増
加
に
よ
り
、
在
日
外

国
人
の
集
団
は
多
様
化
・
細
分
化
し
て
い
る
。

外
国
住
民
の
増
加
と
多
国
籍
化
に
対
応
し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
総

務
省
自
治
行
政
局
は
﹁
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
﹂

を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
二
年
に
は
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
に
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
改
訂
し
、
多
様
性
と
包
摂
性

の
あ
る
社
会
の
実
現
に
よ
る
﹁
新
た
な
日
常
﹂
の
構
築
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
は
多
文
化
共
生
の

方
針
を
採
用
し
、
地
域
社
会
を
中
心
に
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
定
期

的
に
開
催
す
る
な
ど
、
移
民
と
ホ
ス
ト
社
会
と
の
相
互
理
解
の
促
進

を
図
っ
て
い
る
。

日
本
と
は
異
な
り
、
西
欧
諸
国
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
多
文
化

主
義
を
推
進
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
八
八
年
に
カ
ナ
ダ
は
多
文

化
主
義
法︶

3
︵

を
制
定
し
た
。
多
文
化
主
義
の
中
核
に
は
、
情
報
公
開
の

公
平
性
、
文
化
の
承
認
、
多
言
語
主
義
、
そ
し
て
近
代
国
民
国
家
の

性
質
を
揺
る
が
す
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
そ
れ

は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
社
会
正
義
を
求
め
る
要
求
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
る
（
鄭
、
二
〇
〇
三；

 

宮
島
、
二
〇
〇
九
）。
国

家
レ
ベ
ル
の
政
策
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
も
の
の
、
日
本
に
お
け

る
多
文
化
共
生
の
主
要
な
舞
台
は
地
域
社
会
で
あ
り
、
同
時
に
職
場

に
お
け
る
経
済
的
包
摂
も
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る

（
渡
戸
、
二
〇
一
九
）。
し
た
が
っ
て
、
重
要
な
の
は
、
複
数
の
主
体

が
協
働
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
各
地
域
社
会
の
特
性
と
状
況
に

適
合
し
た
多
文
化
共
生
の
あ
り
方
を
促
進
し
、
そ
う
し
た
過
程
で
生

ま
れ
る
市
民
権
を
ど
の
よ
う
に
国
家
レ
ベ
ル
の
市
民
権
の
変
革
に
結

び
つ
け
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
焦
点
は
、﹁
上
か
ら
の
経
済

主
義
的
、
状
況
依
存
的
な
外
国
人
労
働
者
政
策
の
構
築
﹂
で
は
な

く
、﹁
下
か
ら
の
移
民
政
策
に
関
す
る
政
治
的
対
話
を
基
に
、
国
家

レ
ベ
ル
で
政
治
的
選
択
を
行
う
﹂
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
（
渡
戸
、

二
〇
一
九
）。

本
研
究
も
ま
た
、
こ
の
視
点
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
国

レ
ベ
ル
で
の
移
民
政
策
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
な
外
国
人
労
働
者
政
策

の
枠
組
み
か
ら
離
れ
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
移
民
社
会
の
構
築
メ
カ
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進
ん
だ
。
最
後
に
、穏
や
か
な
発
展
期
（
二
〇
一
一
年
~
現
在
）
は
、

経
済
的
豊
か
さ
を
背
景
に
、
投
資
移
民
や
富
裕
層
の
移
動
が
目
立
つ

時
期
で
あ
る
。
富
裕
層
の
移
民
が
投
資
や
事
業
を
通
じ
て
日
本
社
会

に
参
入
し
、
一
方
で
高
度
な
ス
キ
ル
や
専
門
知
識
を
持
つ
移
民
が
日

本
の
労
働
市
場
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

中
国
系
移
民
の
人
口
の
増
加
に
は
法
的
枠
組
み
の
整
備
や
中
国

国
内
の
経
済
要
因
が
影
響
し
て
い
る
が
（
樋
口
、
二
〇
〇
二；

戴
、

二
〇
〇
四
）、
そ
れ
だ
け
で
十
分
に
説
明
で
き
な
い
。
移
民
政
策
や

経
済
変
動
に
加
え
、
ホ
ス
ト
社
会
へ
の
適
応
に
関
す
る
分
析
は
、
多

角
的
な
視
点
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。
移
民
が
予
期
す
る
社
会
的
地

位
や
移
住
先
で
の
政
策
変
化
、
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
態
変
化

が
適
応
に
関
す
る
重
要
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（Lobo A

.P., 
Salvo J.J. 1998; X

inyue et al., 2023

）。
さ
ら
に
、
人
的
資
本
や

社
会
関
係
資
本
の
蓄
積
を
通
じ
、
移
民
が
社
会
の
下
層
か
ら
中
層
、

上
層
へ
と
地
位
を
向
上
さ
せ
る
動
き
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
中
野
、

二
〇
〇
三
）。

ま
た
、
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
態
変
化
や
ホ
ス
ト
社
会
と
の
相

互
依
存
関
係
も
分
析
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
系
移
民
が
地
域

社
会
に
深
く
関
与
す
る
に
つ
れ
、
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
態
も
変

化
し
て
い
る
。
松
本
と
川
口
（
二
〇
二
〇
）
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に

お
け
る
中
国
移
民
が
排
他
的
な
﹁
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
﹂
か
ら
多
民
族

共
存
地
域
へ
と
移
行
す
る
過
程
を
分
析
し
、
移
民
と
ホ
ス
ト
社
会
の

経
済
的
相
互
依
存
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ニ
ズ
ム
を
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
多

文
化
共
生
を
背
景
に
、
移
民
と
ホ
ス
ト
社
会
と
の
関
係
性
を
探
求
す

る
。
さ
ら
に
、
移
民
が
生
活
経
験
を
通
じ
て
多
文
化
共
生
を
ど
の
よ

う
に
異
な
る
形
で
体
験
し
て
い
る
の
か
を
分
析
し
、
最
終
的
に
は
、

地
方
行
政
が
推
進
す
る
多
文
化
共
生
政
策
の
下
で
、
一
部
の
移
民
が

社
会
参
加
か
ら
遠
ざ
か
る
根
本
的
な
原
因
、
特
に
移
民
か
ら
見
え
る

適
応
の
壁
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

二　

先
行
研
究

法
務
省
の
﹁
在
留
外
国
人
統
計
﹂
を
基
に
、
本
研
究
は
、
日
本
に

お
け
る
中
国
系
移
民
の
人
口
増
加
を
以
下
の
三
つ
の
時
期
に
分
け

る
。
初
期
増
加
期
（
一
九
八
六
年
~
一
九
九
五
年
）
は
、
中
国
国
内

で
出
国
が
自
由
化
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
日
本
の
研
修
生
制
度
の
導

入
が
移
民
の
増
加
を
大
き
く
促
進
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に

は
、
主
に
低
賃
金
労
働
や
技
能
研
修
を
目
的
と
し
た
移
民
が
日
本
に

流
入
し
、
そ
の
多
く
が
一
時
的
な
滞
在
を
予
定
し
て
い
た
。
高
度
成

長
期
（
一
九
九
六
年
~
二
〇
一
〇
年
）
は
、
中
国
国
内
の
経
済
発
展

に
伴
い
、
留
学
や
高
度
技
術
移
民
の
増
加
が
顕
著
と
な
っ
た
。
こ
の

時
期
に
は
、
教
育
を
目
的
と
す
る
中
国
系
移
民
が
多
く
来
日
し
、
大

学
進
学
後
に
専
門
職
へ
進
出
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
こ

の
期
間
に
は
﹁
技
能
﹂﹁
人
文
知
識
・
国
際
業
務
﹂
な
ど
の
新
た
な

在
留
資
格
が
整
備
さ
れ
、
移
民
が
日
本
社
会
へ
の
長
期
的
な
適
応
が
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や
投
資
、
教
育
を
目
的
と
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
移
民
層
に
対
応
す
る
た
め
に
、
従
来
の
枠
組
み
の
更
新
す
る
必

要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、ス
キ
ル
、社
会
関
係
資
本
、経
済
資
本
と
い
っ

た
社
会
資
源
を
持
つ
移
民
に
対
し
て
も
、
ホ
ス
ト
社
会
参
加
に
お
け

る
阻
害
要
因
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で

は
、
こ
う
し
た
移
民
の
適
応
に
対
し
て
、
主
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面

が
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
本
研
究
は
、
個
人
の
経
験
と
受
け
入

れ
構
造
の
視
点
か
ら
一
部
の
移
民
が
社
会
参
加
か
ら
遠
ざ
か
る
根
本

的
な
原
因
を
探
求
す
る
。

Schütz

（1962

）
は
生
活
世
界
に
お
け
る
人
の
存
在
に
注
目
し
、

さ
ら
に
個
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
社
会
的
世
界
へ
の
関
心
を
示
し
た
。

彼
は
、
人
は
日
常
生
活
に
お
い
て
自
ら
を
社
会
的
世
界
の
中
心
と
み

な
し
、
そ
の
社
会
的
世
界
を
さ
ま
ざ
ま
な
親
密
性
と
匿
名
性
の
程
度

に
応
じ
て
、
自
ら
の
周
り
に
層
を
な
す
形
で
分
類
し
て
い
る
と
述
べ

た
（Schütz 1962=1983:90

）。
こ
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
本
研

究
は
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
移
民
の
生
活
世
界
を
調
査
す
る
際
に
は
、﹁
個

人
﹂
を
中
心
と
す
る
﹁
外
﹂
へ
の
広
が
り
に
注
意
を
払
う
。
調
査
対

象
と
し
て
は
、
若
年
層
の
移
民
、
中
国
人
帰
国
者
、
自
営
業
者
な
ど

の
異
な
る
身
分
の
移
民
を
選
定
し
、
個
人
を
中
心
と
し
た
社
会
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
外
へ
の
拡
散
過
程
、
特
に
短
期
（
一
ヶ
月
）
お
よ

び
中
期
（
半
年
）
の
対
面
な
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
焦
点
を
当
て

る
。
調
査
内
容
は
、
交
際
す
る
相
手
の
基
本
情
報
、
交
友
関
係
、
お

よ
び
態
度
を
含
み
、
被
調
査
者
の
日
常
の
生
活
世
界
に
社
交
を
中
心

移
民
個
人
と
ホ
ス
ト
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
で

は
、
教
育
レ
ベ
ル
の
高
い
移
民
は
、
ホ
ス
ト
社
会
の
文
化
や
言
語

に
適
応
す
る
意
欲
と
能
力
が
高
く
、
社
会
経
済
的
地
位
の
向
上
が

容
易
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
中
野
、
二
〇
〇
三；

 

朱
、

二
〇
一
八; X

inyue et al., 2023

）。
ま
た
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
親
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
移
民
の
適
応
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
異

な
る
文
化
志
向
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
（
ヤ
マ
グ
チ
、
二
〇
二
一; X

inyue et al., 2023

）。

一
方
、
日
本
社
会
に
お
け
る
移
民
と
ホ
ス
ト
社
会
の
関
係
は
、
権

力
構
造
の
不
平
等
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
（
宮
島
、二
〇
〇
九；

鄭
、

二
〇
〇
三
）。
地
域
社
会
主
導
の
多
文
化
共
生
政
策
が
文
化
的
相
互

理
解
を
促
進
す
る
一
方
で
、
一
方
向
的
な
統
合
は
、
移
民
と
地
域
社

会
の
相
互
作
用
を
妨
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ホ
ス
ト
社
会
の
文

化
的
優
位
性
が
移
民
の
適
応
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
政
策
実

行
に
お
け
る
主
流
文
化
の
支
配
的
立
場
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
鄭
、

二
〇
〇
三
）。こ
の
構
造
は
、移
民
に
同
化
や
従
属
を
余
儀
な
く
さ
せ
、

社
会
的
周
縁
に
追
い
や
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
両
文
化
間
の

権
力
格
差
が
大
き
い
ほ
ど
、
日
本
文
化
の
影
響
が
強
ま
り
、
移
民
の

自
己
同
一
性
の
揺
ら
ぎ
や
心
理
的
ス
ト
レ
ス
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
中
国
系
移
民
研
究
は
、
主
に
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
労
働
や
一
時
的
な
社
会
適
応
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
し
か

し
、
近
年
の
中
国
系
移
民
は
﹁
永
住
志
向
﹂
を
持
ち
、
高
度
技
術
職
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に
捉
え
る
。
こ
の
よ
う
な
質
的
調
査
方
法
は
、
移
民
が
持
つ
社
会
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
視
化
分
析
に
す
で
に
応
用
さ
れ
た
（
デ
ブ
ナ
ー

ル
・
ミ
ロ
シ
ュ
、二
〇
一
二
）。
デ
ブ
ナ
ー
ル
・
ミ
ロ
シ
ュ（
二
〇
一
二
）

は
在
日
外
国
人
の
多
様
性
と
日
本
社
会
へ
の
参
加
を
分
析
す
る
際

に
、﹁
生
活
領
域
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
調
査
対
象
者
の
交
際
状

況
を
描
写
し
た
。﹁
生
活
領
域
﹂に
つ
い
て
明
確
的
に
定
義
し
な
か
っ

た
が
、
生
活
領
域
の
パ
ー
ト
の
境
界
が
交
差
し
て
曖
昧
で
あ
る
と
指

摘
し
た
。
仕
事
、
趣
味
と
個
人
的
な
領
域
を
分
け
、
日
常
生
活
で
接

触
す
る
、
あ
る
い
は
日
本
滞
在
に
お
け
る
重
要
な
行
為
者
と
結
ぶ
紐

帯
を
図
式
化
す
る
こ
と
で
調
査
対
象
者
の
生
活
領
域
を
可
視
化
に

し
た
。

本
研
究
で
は
、
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
法
を
採
用
し
て
、

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
主
観
的
な
記
憶
と
経
験
か
ら
個
人
の
生
活
世
界

の
状
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
意
識
を
解
明
し
た
い
。

デ
ー
タ
収
集
は
二
〇
二
一
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
二
二
年
一
二
月
に
か

け
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
期
間
中
、
調
査
対
象
者
に
は
二
回
以
上
の
対

面
な
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

各
調
査
対
象
者
の
基
本
情
報
は
表
１
で
ま
と
め
ら
れ
る
。

表１　５名の調査対象者の基本情報

表記 年齢 学歴 性別 職業 在留資格 滞在年数 在日家族 在日親族

CS 28 大学 男 国際貿易
会社員

技術人文知識
国際業務 11 中国人妻 叔父および

その家族

ZH 29 専門学校 女 空港勤務
会社員

技術人文知識
国際業務 8 なし 叔母および

その家族

ZG 44 専門学校 男 自営業者
医療関係 永住 14 日本人妻、長男（五

歳）、次男（三歳） なし

LG 35 大学 男 自営業者
メディア関係 永住 17 なし なし

HY 47 中学校 女 自営業者
飲食関係 永住 31 中国人夫、長男、

次女 50 人以上
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く
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。こ
の
疎
外
感
の
存
在
は
、

移
民
の
社
会
適
応
が
単
に
社
会
資
源
の
有
無
だ
け
に
依
存
す
る
も
の

で
は
な
く
、
よ
り
深
層
的
な
文
化
的
要
因
や
社
会
構
造
的
要
因
に
大

き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
一
部
の
新
移
民
は
日
常
生
活
に
お
い
て
﹁
主
流
社
会
か

ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
外
国
人
﹂
と
し
て
認
識
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、

こ
の
認
識
が
彼
ら
の
疎
外
感
を
さ
ら
に
強
め
て
い
る
。
こ
の
状
況
が

改
善
さ
れ
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
移
民
が
日
本
人
と
結
婚
し
、
安

定
し
た
家
族
形
態
を
形
成
し
た
後
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
身
で
の
移

住
や
労
働
者
と
し
て
の
移
住
の
場
合
、
地
域
社
会
に
お
い
て
多
文
化

共
生
政
策
が
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
社
会
に
真
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
一
端
を

示
す
具
体
的
な
状
況
を
示
す
。

介
護
施
設
で
働
い
て
い
た
時
、
日
本
人
の
友
達
に
﹁
も
し
日

本
に
残
っ
て
安
定
を
求
め
る
な
ら
、
日
本
人
の
奥
さ
ん
を
見
つ

け
た
方
が
い
い
よ
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
友
達

の
紹
介
で
、
今
の
妻
と
付
き
合
い
を
始
め
ま
し
た
。（
Ｚ
Ｇ
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
二
〇
二
二
年
八
月
）

日
本
人
の
妻
と
結
婚
し
て
間
も
な
く
、
Ｚ
Ｇ
は
大
阪
市
港
区
で
整

骨
院
を
開
業
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
祭
り
に
唯
一
の
外
国
人
と
し
て

招
か
れ
、
神
輿
担
ぎ
に
参
加
し
た
。
聞
け
ば
、
こ
の
地
域
に
は
中
国

三　

移
住
と
社
会
適
応

三
‐
一　

地
域
社
会
と
職
場
に
お
け
る
受
容
の
壁

二
〇
〇
〇
年
頃
の
日
本
に
お
け
る
中
国
系
新
移
民
に
関
す
る
研
究

で
は
、
中
国
の
農
村
出
身
の
移
民
が
﹁
出
稼
ぎ
﹂
を
中
心
に
外
へ
出

る
傾
向
に
あ
り
、
彼
ら
は
日
本
社
会
に
お
け
る
階
層
の
下
位
に
位
置

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
（
中
野
、
二
〇
〇
三
）。
た
だ
し
、
中
国

系
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
徴
の
変
化
、
特
に
北
京
、
上
海
な
ど
の

大
都
市
出
身
で
、
高
学
歴
を
有
し
、
都
市
生
活
を
通
じ
て
近
代
的
な

生
活
様
式
や
価
値
観
を
身
に
つ
け
た
人
々
に
よ
り
、
新
た
な
傾
向
が

生
ま
れ
た
。
大
都
市
出
身
の
移
民
は
、
中
国
で
日
本
語
を
学
ぶ
機
会

が
あ
り
、
あ
る
程
度
の
経
済
資
本
を
蓄
積
し
て
お
り
、
高
い
適
応
性

を
示
し
て
社
会
的
地
位
の
上
昇
の
可
能
性
が
増
大
し
た
。
つ
ま
り
、

移
民
の
出
身
地
の
社
会
的
・
経
済
的
な
背
景
が
ホ
ス
ト
社
会
に
お
け

る
自
己
実
現
の
可
能
性
に
あ
る
程
度
予
め
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら

れ
た
。

一
定
の
社
会
資
源
を
有
す
る
こ
と
は
、
移
民
の
社
会
適
応
に
積
極

的
な
意
味
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
ス
キ
ル
、
社
会
関
係
資
本
、
経

済
資
本
な
ど
は
、
移
民
が
日
本
社
会
の
各
分
野
に
深
く
関
与
す
る
た

め
の
有
望
な
基
盤
を
提
供
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
研
究
で
は
、

移
民
個
人
が
地
域
社
会
や
職
場
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
経
験
を
分
析
し

た
結
果
、
移
民
が
自
身
の
努
力
に
よ
っ
て
地
域
社
会
や
職
場
の
一
員

と
な
っ
た
と
し
て
も
、
特
定
の
状
況
下
で
避
け
が
た
い
疎
外
感
を
抱
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仕
事
を
始
め
た
当
初
は
、
日
本
人
の
上
司
や
同
僚
が
私
を
外

国
人
と
し
て
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、私
が
日
本
人
の
よ
う
に﹁
空

気
を
読
む
﹂
こ
と
が
で
き
る
と
分
か
っ
た
後
、
彼
ら
の
態
度
は

完
全
に
変
わ
り
、
遠
慮
が
な
く
な
り
、
行
動
や
考
え
方
さ
え
も

日
本
人
の
基
準
で
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
Ｚ
Ｈ
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
二
〇
二
二
年
九
月
）

ま
た
、別
の
受
訪
者
Ｌ
Ｇ
は﹁
最
初
の
仕
事
は
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

で
し
た
が
、
上
司
か
ら
は
日
本
社
会
が
あ
な
た
に
こ
の
仕
事
の
機
会

を
提
供
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
日
本
で
稼
ぎ
続
け
た
い
な
ら
、
日
本

人
の
よ
う
に
振
る
舞
う
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
﹂
と
回
想
し

た
。
そ
の
た
め
、
退
職
後
、
Ｌ
Ｇ
は
中
国
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
多

く
持
つ
分
野
で
起
業
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
彼
の
よ
う
な
高
度
な
技

術
を
持
ち
、
知
識
も
豊
富
な
移
民
は
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
国
境
を
越

え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、中
国
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
、

中
国
と
日
本
を
頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
る
。﹁
私
の
会
社
の
ビ
ジ
ネ

ス
は
主
に
中
国
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
中
国

社
会
の
最
新
の
動
き
や
ト
レ
ン
ド
を
常
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
﹂
と
Ｌ
Ｇ
は
言
っ
た
。

移
民
が
ホ
ス
ト
社
会
に
適
応
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
経
済
的
・

社
会
的
地
位
の
向
上
が
果
た
さ
れ
る
一
方
で
、
心
理
的
お
よ
び
感
情

的
な
課
題
に
も
直
面
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
ヤ
マ
グ
チ
、

か
ら
の
移
住
者
も
多
い
の
だ
が
、
招
待
を
受
け
た
の
は
彼
だ
け
だ
っ

た
と
い
う
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
将
来
中
国
に
帰
る
予
定
が
あ

る
か
ど
う
か
と
い
う
話
に
な
っ
た
と
き
、
彼
は
﹁
帰
る
﹂
と
い
う
言

葉
は
使
わ
ず
、﹁
中
国
に
行
く
﹂
と
言
っ
た
。﹁
中
国
で
お
金
を
稼
ぐ

方
法
は
な
く
、
た
ま
に
両
親
に
会
い
に
中
国
に
行
く
だ
け
で
す
。
将

来
、
二
人
の
子
ど
も
が
ど
う
す
る
か
は
、
す
べ
て
彼
ら
自
身
の
選
択

に
委
ね
ま
す
﹂
と
述
べ
た
。

Ｚ
Ｇ
は
、
自
身
が
排
除
さ
れ
た
経
験
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
て
い

な
い
も
の
の
、
日
本
社
会
へ
の
長
期
的
な
適
応
の
過
程
で
、
帰
属
意

識
に
対
し
て
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
経
験
は
、
外
国
人
が
地
域
社
会
に
溶
け

込
む
た
め
に
は
一
定
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い

る
。
本
事
例
が
示
す
よ
う
に
、地
域
社
会
で
生
活
す
る
外
国
人
が﹁
日

本
人
﹂
や
﹁
日
本
家
庭
﹂
と
い
う
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
外
部
に
発
信

し
た
場
合
に
初
め
て
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
認
識
さ
れ
る
可
能

性
が
高
ま
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
移
民
は
労
働
市
場
に
お
い
て
何
ら
か
の
有
効
な
社
会
関
係

資
本
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
関
係
は
新
し
い
環
境
に
移
住
す
る

際
の
重
要
な
決
定
要
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
研
究
の
事
例
分

析
か
ら
、移
民
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
日
本
の
労
働
市
場
に
慣
れ
、

日
本
語
を
習
得
し
、
仕
事
を
見
つ
け
る
方
法
や
起
業
の
手
段
を
理
解

し
て
も
、
日
本
の
職
場
で
完
全
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
非
常
に

困
難
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
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得
る
た
め
の
重
要
な
資
源
で
あ
り
、
彼
ら
の
移
民
と
し
て
の
地
位
や

役
割
の
形
成
に
も
影
響
を
与
え
る
（
是
川
、
二
〇
一
二
）。
新
移
民

が
経
済
的
成
功
や
社
会
的
地
位
を
獲
得
す
る
過
程
は
、
必
ず
し
も
迅

速
な
ホ
ス
ト
社
会
へ
の
適
応
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
親
族

関
係
や
友
人
関
係
と
い
っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に

大
き
く
依
存
し
て
い
る
。

移
民
に
と
っ
て
、
家
族
や
親
戚
、
友
人
と
い
っ
た
親
密
な
関
係
は

重
要
な
﹁
資
本
﹂
と
し
て
機
能
す
る
一
方
で
、
そ
の
効
果
に
は
個
人

差
が
あ
る
。
本
稿
で
注
目
す
る
研
究
対
象
の
共
通
点
の
一
つ
は
、
中

国
系
移
民
が
本
来
支
援
の
場
で
あ
る
は
ず
の
親
縁
関
係
に
お
い
て
、

支
援
の
欠
如
や
期
待
の
不
一
致
が
生
じ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
競
争
や

対
立
、
葛
藤
が
発
生
し
、
関
係
が
複
雑
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
た
親
縁
関
係
の
複
雑
な
動
態
は
、
移
民
の
社
会
適
応
過
程
に
お
い

て
、
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
さ
な
い
場
合
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
現
在
大
阪
で
働
い
て
い
る
Ｚ
Ｈ
が
日
本

に
い
る
親
戚
や
そ
の
家
族
と
の
交
流
の
中
で
直
接
的
な
衝
突
が
あ
っ

た
こ
と
を
記
録
し
た
。

母
の
妹
は
日
本
人
と
結
婚
し
、
婚
後
夫
と
と
も
に
金
沢
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
日
本
に
来
た
ば
か
り
時
に
、
母
の
妹
の
家
に

二
週
間
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
お
菓
子
を
食
べ
る
こ
と
で
叔

母
の
夫
に
叱
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
回
も
金
沢
へ
行
っ
た

こ
と
が
な
い
。（
Ｚ
Ｈ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
二
〇
二
二
年
八
月
）

二
〇
二
一
）。
文
化
適
応
は
一
方
向
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
、
多

面
的
か
つ
相
互
作
用
を
伴
う
複
雑
な
過
程
で
あ
る
。
特
に
日
本
の
職

場
に
お
い
て
は
、
外
国
人
に
対
し
て
暗
黙
的
に
同
化
を
求
め
る
傾
向

が
見
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
う
心
理
的
負
担
や
ス
ト
レ
ス
が
十
分
に
注
目

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

異
文
化
環
境
に
お
け
る
移
民
の
適
応
過
程
で
は
、
個
人
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
が
揺
ら
ぐ
こ
と
が
あ
る
。
地
域
社
会
や
職
場

に
お
い
て
、
移
民
に
は
﹁
日
本
人
ら
し
く
振
る
舞
う
﹂
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
一
方
で
、
彼
ら
の
文
化
的
背
景
や
個
性
は
し
ば
し
ば
無
視
さ

れ
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
、
移
民
に
と
っ
て
心
理
的
ス

ト
レ
ス
や
社
会
的
疎
外
感
を
引
き
起
こ
す
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。

三
‐
二　

親
縁
関
係
の
一
員
で
の
孤
立
感

移
民
の
社
会
適
応
に
お
け
る
課
題
は
、
外
部
環
境
に
と
ど
ま
ら

ず
、
内
部
の
家
族
や
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
心

理
的
ス
ト
レ
ス
や
疎
外
感
を
一
層
深
め
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
本

研
究
で
は
、
地
域
社
会
や
職
場
で
の
孤
立
感
に
加
え
、
親
族
の
絆
が

重
視
さ
れ
、
本
来
は
親
密
さ
に
満
ち
て
い
る
は
ず
の
中
国
系
移
民
間

の
親
族
関
係
に
お
い
て
も
、
移
民
が
そ
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
適
応

の
困
難
さ
や
疎
外
さ
れ
る
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

移
民
が
持
つ
豊
か
な
社
会
関
係
資
本
は
、
社
会
的
上
昇
の
機
会
を
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事
は
自
ら
起
業
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、経
営
が
う
ま
く
い
か
ず
、数
ヶ

月
後
に
富
山
に
住
む
叔
父
の
会
社
で
働
く
こ
と
を
選
ん
だ
。彼
は﹁
自

分
で
も
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
る
が
、
叔
父
は
私
に
よ
り
良
く
、
安
定

し
た
仕
事
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
﹂
と
語
っ
た
。

本
研
究
の
事
例
で
は
、
母
国
と
の
つ
な
が
り
を
利
用
し
て
仕
事
を

探
す
こ
と
は
非
常
に
一
般
的
で
あ
る
が
、
親
縁
関
係
を
繰
り
返
し
利

用
し
て
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。Ｃ
Ｓ
は﹁
現

在
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
す
る
た
め
に
中
国
系
移
民
の
商
会
に
加
入

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
﹂
と
言
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
非

親
密
な
関
係
よ
り
親
密
な
関
係
を
利
用
す
る
コ
ス
ト
が
高
い
か
ら
で

あ
る
。
異
な
る
﹁
人
脈
﹂
を
持
つ
こ
と
は
、
社
会
関
係
資
本
の
豊
か

さ
を
意
味
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
社
会
関
係
を
利
用
す
る
こ
と
は

無
料
で
は
な
く
、
通
常
、
等
価
交
換
を
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
と
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
一
五
年
間
働
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
彼
の
家
の
空
き
物
件
を
借
り
て
、
中
国
料
理
店

を
開
業
し
ま
し
た
。
周
辺
に
は
工
場
し
か
な
く
、
私
の
店
だ
け

だ
っ
た
の
で
、
商
売
は
と
て
も
繁
盛
し
て
い
ま
し
た
。
い
と
こ

は
そ
の
成
功
を
見
て
、
そ
の
物
件
を
取
り
戻
し
て
自
分
で
レ
ス

ト
ラ
ン
を
始
め
ま
し
た
。
彼
が
以
前
私
に
仕
事
を
提
供
し
て
く

れ
た
の
で
、
私
は
新
し
い
店
舗
を
探
し
て
商
売
を
続
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
少
し
残
念
で
し
た
が
、
常
連
の
客
が
い
て
、
皆

が
新
し
い
店
の
宣
伝
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。（
Ｈ
Ｙ
・
イ

中
国
系
移
民
史
を
遡
る
と
、
直
系
親
族
に
よ
る
支
援
は
義
務
と
さ

れ
、
親
族
組
織
に
は
強
い
互
助
の
性
質
が
見
ら
れ
る
。
教
育
を
目
的

と
し
、親
族
関
係
を
頼
り
に
来
日
し
た
Ｚ
Ｈ
の
事
例
で
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
交
通
手
段
の
発
達
に
よ
り
、
従
来
の
よ
う
に
民
族
経
済
の

集
積
地
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
遠
距
離
に
お
い
て
も
親
族
関
係
の

力
を
借
り
て
移
民
生
活
を
送
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、Ｚ
Ｈ
が
共
同
生
活
の
中
で
示
し
た
﹁
客
で
は
な
く
家
族
の
一
員
﹂

と
し
て
の
行
動
、
例
え
ば
許
可
な
く
お
菓
子
を
食
べ
る
と
い
っ
た
振

る
舞
い
は
、
受
け
入
れ
側
に
と
っ
て
文
化
的
な
衝
撃
と
し
て
捉
え
ら

れ
た
。

こ
の
よ
う
な
共
同
生
活
に
お
け
る
文
化
的
摩
擦
は
、
互
い
の
誤
解

を
生
み
出
し
、
相
互
理
解
を
困
難
に
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
単
身

で
来
日
し
た
移
民
が
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
排
除
さ
れ
る
要
因
と

な
る
場
合
が
あ
る
。
本
来
、
こ
う
し
た
元
留
学
生
移
民
は
、
日
中
間

の
親
族
関
係
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
が
、
来
日
後
に

は
親
密
な
関
係
の
中
で
異
文
化
摩
擦
や
価
値
観
の
違
い
に
直
面
し
、

次
第
に
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
疎
外
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
移
民
の
最
初
の
正
式
な
職
業
や
そ
の
後
の
職
業
転
換
が
、

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
も
う
一
人
の
調
査
対
象
者
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
は
、
富
山
に
住
む
叔
父

の
貿
易
会
社
で
働
い
て
い
た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
﹁
叔
父
の
日

本
人
の
妻
に
は
訪
問
時
に
し
か
熱
心
に
接
待
さ
れ
ず
、
叔
父
の
家
族

と
の
つ
な
が
り
は
ほ
ぼ
皆
無
で
す
﹂
と
述
べ
た
。
Ｃ
Ｓ
の
最
初
の
仕
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一
人
は
、
彼
が
日
本
に
留
学
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
知
る
と
、
自

身
が
教
え
て
い
る
専
門
学
校
で
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

こ
と
を
勧
め
た
。

現
在
Ｚ
Ｇ
は
大
阪
市
港
区
の
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
同

時
、大
阪
市
西
区
に
あ
る
華
人
キ
リ
ス
ト
教
会
で
も
活
躍
し
て
い
る
。

こ
の
教
会
に
は
、
長
老
、
牧
師
、
会
長
、
会
員
と
い
う
序
列
制
度
が

存
在
す
る
。
彼
は
こ
の
組
織
で
会
長
を
務
め
、
約
二
〇
人
の
集
団
活

動
を
担
当
し
て
い
る
。
彼
は
﹁
最
初
は
教
会
に
友
人
が
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
後
に
多
く
の
台
湾
出
身
者
と
知
り
合
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
会
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、
桜
祭
り
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
活
動
に

力
を
入
れ
ま
し
た
。
会
長
は
二
年
ご
と
に
改
選
さ
れ
ま
す
﹂
と
述
べ

た
。
彼
は
、
教
会
の
活
動
に
よ
っ
て
自
分
の
余
暇
時
間
が
よ
り
充
実

す
る
と
と
も
に
、
経
営
し
て
い
る
整
骨
院
に
も
大
き
な
宣
伝
効
果
が

も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
た
。

さ
ら
に
、
帰
国
者
二
世
で
あ
る
Ｈ
Ｙ
は
、
毎
年
必
ず
参
加
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
、
八
尾
市
で
開
催
さ
れ
る
野
遊
祭︶

4
︵

が
あ
る
。

六
〇
〇
人
の
外
国
人
居
住
者
が
い
る
八
尾
市
は
一
九
九
一
年
に
初
め

て
民
族
交
流
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｈ
Ｙ
の

祖
母
は
日
本
人
で
、
一
九
七
二
年
に
最
初
の
中
国
人
帰
国
者
の
一
員

と
し
て
日
本
の
地
を
踏
ん
だ
。
彼
女
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
長
男
、

次
男
と
末
妹
の
三
人
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
に
日

本
政
府
が
中
国
人
帰
国
者
の
親
族
に
日
本
で
の
生
活
の
た
め
の
手
続

き
を
認
め
始
め
た
の
を
き
っ
か
け
に
、家
族
成
員
は
日
本
に
到
着
し
、

ン
タ
ビ
ュ
ー
・
二
〇
二
二
年
一
〇
月
）

こ
の
よ
う
に
、
移
民
が
日
本
の
労
働
市
場
や
社
会
に
つ
い
て
十
分

な
知
識
や
理
解
を
得
た
場
合
、
あ
る
い
は
新
た
な
社
会
関
係
資
本
を

獲
得
し
た
場
合
、
親
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
恩
義
を
感
じ
、
そ
れ
に
依

存
す
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。特
に
、親
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
利
用
に
お
い
て
は
、
相
互
扶
助
の
期
待
や
義
務
感
が
伴
う
こ
と

が
多
い
た
め
、
こ
れ
が
移
民
に
と
っ
て
精
神
的
な
負
担
と
な
る
こ
と

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
程
度
の
自
立
や
社
会
的
な
成
長
を
遂

げ
た
移
民
は
、
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
を
模
索
し
、
従
来
の
関
係
に
頼
る

こ
と
を
控
え
る
よ
う
に
な
る
。

三
‐
三　

多
文
化
共
生
イ
ベ
ン
ト
＝
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

移
民
は
地
域
社
会
や
職
場
、
さ
ら
に
は
親
族
関
係
に
お
い
て
疎
外

感
を
抱
く
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
完
全
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
地

域
レ
ベ
ル
で
進
め
ら
れ
て
い
る
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
を
背
景

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
多
文
化
共
生
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
、
移
民
は
社
会
的
支
援
を
得
る
機
会
や
、
ホ
ス
ト
社
会
と

の
接
点
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

Ｚ
Ｇ
は
日
本
に
来
た
最
初
の
半
年
間
で
、
柔
道
と
い
う
趣
味
の
団

体
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
柔
道
を
教
え
た
り
練
習
し
た
り
す

る
人
々
は
全
員
日
本
人
で
あ
っ
た
。
柔
道
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
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三
‐
四　

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
「
家
」

そ
れ
か
ら
、
な
ぜ
地
域
社
会
や
職
場
、
あ
る
い
は
家
族
内
部
で
は

な
く
、
新
移
民
が
﹁
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
﹂
に
お
い
て
﹁
共
生
﹂
の
姿

勢
を
示
す
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
日
本
社
会
特
有
の
﹁
家
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
。﹁
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂

と
は
、
日
本
社
会
に
お
い
て
家
族
を
中
心
と
し
た
集
団
秩
序
を
維
持

し
、個
人
の
役
割
や
忠
誠
を
規
定
す
る
価
値
観
と
意
識
構
造
を
指
す
。

ま
た
、
家
は
個
人
を
取
り
囲
む
社
会
的
基
盤
で
あ
り
、
自
己
と
そ
の

集
団
（
家
族
）
を
同
一
化
す
る
要
因
と
な
る
。﹁
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂

は
、家
長
（
父
）
を
中
心
と
し
た
階
層
構
造
や
規
範
を
含
ん
で
お
り
、

成
員
は
忠
誠
や
役
割
遂
行
を
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
意
識
は

単
な
る
家
庭
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
社
会
や
職
場
、
さ
ら
に
は
国

家
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
が
り
、
集
団
主
義
や
内
部
者
と
外
部
者
の
境
界

意
識
を
生
み
出
す
（
松
本
、
一
九
六
二
）。﹁
家
﹂
意
識
は
、
単
な
る

家
族
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
職
場
や
地
域
社
会
、
さ
ら
に
は
国
家
に

ま
で
適
用
さ
れ
る
日
本
社
会
固
有
の
意
識
構
造
で
あ
る
。
こ
の
意
識

は
、
内
部
者
に
は
義
務
や
忠
誠
を
求
め
、
外
部
者
に
は
排
他
的
な
態

度
を
取
る
傾
向
が
強
く
、
移
民
の
適
応
過
程
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。

従
来
の
﹁
出
稼
ぎ
・
一
時
滞
在
型
・
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
﹂
に
従

事
し
て
い
た
中
国
系
移
民
と
は
異
な
り
、
近
年
の
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
移

民
は
留
学
や
専
門
ス
キ
ル
の
獲
得
を
目
的
に
来
日
し
、
自
営
業
や
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
を
志
向
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
移
民
が
日
本
社

生
活
を
始
め
た
。

調
査
対
象
者
Ｈ
Ｙ
の
父
親
は
、
八
尾
市
中
国
人
帰
国
者
協
会
に
所

属
す
る
秧
歌
（
ヤ
ン
コ
ー
）
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、﹁
野

游
祭
﹂
の
日
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
中

国
東
北
部
出
身
の
六
〇
代
が
多
数
を
占
め
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

る
。
グ
ル
ー
プ
の
設
立
目
的
は
、余
暇
活
動
を
共
に
楽
し
む
こ
と
と
、

東
北
出
身
者
間
の
絆
を
深
め
る
こ
と
に
あ
る
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、

孤
独
感
の
軽
減
や
異
文
化
環
境
へ
の
適
応
に
関
す
る
ス
ト
レ
ス
を
和

ら
げ
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
が
提
供
す
る
ス
テ
ー
ジ

で
地
元
文
化
を
披
露
す
る
機
会
は
、
設
立
当
初
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ

て
は
想
定
外
だ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
中
国
系
移
民
は
家
族
や
親
族
、
さ
ら
に
は
地
域
社
会

や
職
場
と
い
っ
た
﹁
第
一
空
間
﹂、﹁
第
二
空
間
﹂
で
は
な
く
、﹁
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
﹂に
お
い
て
共
生
の
可
能
性
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
。

﹁
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
﹂
は
、
地
域
社
会
や
職
場
の
枠
組
み
を
超
え
た

新
た
な
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
で
あ
り
、
移
民
は
こ
こ
で
文
化

的
背
景
や
価
値
観
を
尊
重
さ
れ
つ
つ
、
心
理
的
な
安
心
感
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、﹁
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
﹂
を
通
じ
て
社
会
的
支

援
を
受
け
る
機
会
や
ホ
ス
ト
社
会
と
の
接
点
を
築
く
こ
と
で
、
移
民

自
身
が
共
生
の
姿
勢
を
示
す
場
と
な
っ
て
い
る
。
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社
会
特
有
の
﹁
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂
と
移
民
の
適
応
過
程
に
焦
点
を

当
て
て
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、中
国
系
移
民
は
家
族
や
親
族
、

さ
ら
に
は
地
域
社
会
や
職
場
と
い
っ
た
﹁
第
一
空
間
﹂﹁
第
二
空
間
﹂

で
の
適
応
に
お
い
て
、
特
有
の
疎
外
感
や
文
化
的
葛
藤
を
経
験
す
る

一
方
で
、﹁
多
文
化
共
生
﹂
イ
ベ
ン
ト
を
﹁
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
﹂
と

し
て
活
用
し
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

日
本
社
会
に
根
付
く
﹁
家
﹂
意
識
は
、
家
族
単
位
か
ら
職
場
や
地

域
社
会
、
国
家
に
ま
で
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
内
部
者
と
外
部
者
を
明

確
に
区
別
す
る
構
造
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
構
造
は
移
民
を
﹁
外

部
者
﹂
と
位
置
づ
け
、
一
定
の
同
化
や
﹁
役
割
遂
行
﹂
を
暗
黙
に
求

め
る
こ
と
で
、
移
民
に
心
理
的
ス
ト
レ
ス
や
疎
外
感
を
も
た
ら
し
て

い
る
。

と
り
わ
け
、
新
規
移
住
者
は
地
域
社
会
や
職
場
と
い
っ
た
メ
ゾ
レ

ベ
ル
の
同
化
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
本
人
ら
し
さ
へ
の
道

を
強
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
過
程
で
は
自
己
同
一
性
の
揺
ら
ぎ

や
同
化
へ
の
抵
抗
が
伴
い
、
結
果
と
し
て
新
移
民
は
日
本
社
会
と
の

間
に
矛
盾
を
抱
え
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
長
期
間
日
本
に
住
む
移

民
は
、
社
会
化
の
過
程
で
日
本
人
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
新
移
民
と
疎

遠
に
な
り
、
相
互
扶
助
の
義
務
や
文
化
的
葛
藤
に
対
す
る
両
義
的
な

態
度
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
中
国
系
移
民
が
心
理
的
・
社
会
的
な
安

定
を
求
め
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
が
﹁
多
文
化
共
生
﹂
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。本
来
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
国
人
と
日
本
人
が
交
流
し
、

会
に
到
着
し
た
当
初
、
地
域
社
会
や
職
場
は
彼
ら
を
﹁
一
時
的
な
客

人
﹂
と
し
て
受
け
入
れ
る
た
め
、
比
較
的
寛
容
な
態
度
を
示
す
。
し

か
し
、
移
民
が
﹁
日
本
社
会
の
一
員
﹂
と
見
な
さ
れ
る
段
階
に
至
る

と
、
状
況
は
一
変
す
る
。
職
場
や
家
庭
で
は
、
日
本
社
会
の
規
範
や

価
値
観
へ
の
同
化
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
負
担
が
移
民
に
と
っ
て
心
理

的
ス
ト
レ
ス
や
社
会
的
疎
外
感
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
日
本
社
会
に
根
付
く
﹁
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。﹁
家
﹂
意
識
が
強
調
さ
れ
る
日
本
社
会
で
は
、

内
部
者
と
外
部
者
の
境
界
が
明
確
に
区
切
ら
れ
、
内
部
者
に
は
集
団

主
義
的
な
規
範
へ
の
従
順
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
外
部
者
に
は
排

他
的
な
態
度
が
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
構
造
が
、
多
文
化
共
生

に
お
い
て
文
化
的
多
様
性
の
受
容
を
困
難
に
し
、
移
民
に
対
し
て
暗

黙
の
う
ち
に
同
化
を
要
求
す
る
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
。

四　

結
論

本
稿
で
は
、
あ
る
共
通
の
特
徴
を
持
つ
五
人
の
調
査
対
象
を
例
に

と
り
、
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
場
で
あ
る
べ
き
地
域
社
会
と
職
場

に
お
け
る
﹁
潜
在
的
な
同
化
圧
力
に
よ
る
心
理
的
ス
ト
レ
ス
﹂、﹁
親

縁
関
係
内
の
人
間
関
係
の
特
徴
（
互
助
義
務
と
、
文
化
的
衝
突
に
よ

る
矛
盾
）﹂、
そ
し
て
日
本
社
会
に
お
け
る
﹁
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
存

在
﹂、
と
い
う
三
つ
の
側
面
を
考
察
し
、﹁
な
ぜ
中
国
系
移
民
は
日
本

社
会
か
ら
遠
ざ
か
ろ
う
と
す
る
の
か
﹂
と
い
う
問
い
に
対
し
、
日
本
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用
し
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い

る
。
こ
の
﹁
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
﹂
は
、
地
域
社
会
と
移
民
の
間
に
お

け
る
緩
衝
地
帯
と
し
て
機
能
し
、
移
民
自
身
が
共
生
を
模
索
す
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

多
文
化
主
義
は
、
単
に
複
数
の
文
化
が
共
存
す
る
た
め
の
国
家
政

策
や
理
想
に
と
ど
ま
ら
ず
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
が
文
化
的
自
信
を

持
ち
な
が
ら
、
多
様
な
文
化
が
相
互
に
尊
重
さ
れ
る
複
合
文
化
社
会

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
共
生
イ

ベ
ン
ト
の
さ
ら
な
る
促
進
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

が
公
的
な
役
割
を
担
う
新
た
な
主
体
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

一
方
で
、
家
族
、
学
校
、
職
場
と
い
っ
た
集
団
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

再
生
産
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
機
能
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の

背
景
に
は
、﹁
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂
に
よ
る
同
化
圧
力
が
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
の
侵
食
や
解
体
を
招
い
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
高
度
に
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
移
民
が
ホ
ス
ト
社
会
に
適
応
す

る
プ
ロ
セ
ス
は
一
層
複
雑
化
し
て
お
り
、
日
本
社
会
の
地
域
レ
ベ
ル

に
お
け
る
多
文
化
共
生
政
策
の
実
効
性
が
問
わ
れ
る
中
で
、
共
生
を

実
現
す
る
か
が
今
後
の
重
要
な
研
究
課
題
と
な
る
。

　

多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
実
際
に
は
、
日
本
社
会
の
﹁
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂
が
生
み
出
す
疎

外
感
や
同
化
要
求
を
回
避
し
、移
民
た
ち
が
エ
ス
ニ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
﹁
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
﹂
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

本
稿
の
﹁
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
﹂
は
、
家
族
（
第
一
空
間
）
や
地
域

社
会
、
職
場
（
第
二
空
間
）
以
外
の
第
三
の
社
交
の
場
を
指
し
、
こ

こ
で
は
移
民
同
士
が
安
心
感
や
文
化
的
共
感
を
得
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
移
民
は
こ
の
空
間
を
通
じ
て
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
再
確
認
し
、
日
本
社
会
と
の
適
度
な
距
離
を
保
ち
な
が
ら
、
快
適

な
生
活
世
界
を
築
こ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

移
民
が
﹁
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
﹂
を
積
極
的
に
利
用
す
る
背
景
に
は
、

日
本
社
会
と
の
接
点
で
生
じ
る
﹁
内
的
認
識
﹂
と
﹁
外
的
期
待
﹂
の

矛
盾
が
あ
る
。移
民
は
ホ
ス
ト
社
会
か
ら
同
化
を
求
め
ら
れ
つ
つ
も
、

官
僚
的
・
形
式
的
な
偏
見
に
直
面
し
、﹁
外
国
人
﹂
と
し
て
の
自
己

認
識
を
強
め
る
結
果
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
自
己
同
一
性
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
を
模
索
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
、
日
本
社
会
に
根
付
く
﹁
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂

が
移
民
の
適
応
過
程
に
与
え
る
影
響
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、﹁
家

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂
は
移
民
に
対
し
暗
黙
の
う
ち
に
同
化
を
要
求
し
、

心
理
的
な
負
担
や
社
会
的
疎
外
感
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
中
国
系
移

民
は
﹁
多
文
化
共
生
﹂
イ
ベ
ン
ト
を
﹁
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
活



260

社会学雑誌　第 41号

文
献

総
務
省
、
二
〇
二
〇
、﹁﹁
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
﹂
の
改

訂
﹂（
二
〇
二
四
六
月
六
日
取
得
、https://w

w
w.soum

u.go.jp/m
enu_new

s/
s-new

s/01gyosei05_02000138.htm
l

）。

戴
二
彪
、
二
〇
〇
四
、﹁﹁
中
国
新
移
民
﹂
の
移
出
地
構
造
の
変
動 

:
経
済
発
展

の
国
際
人
口
移
動
へ
の
影
響
﹂﹃
経
済
地
理
学
年
報
﹄
五
〇
（
一
）: 

四
六
︲

一
六
二
。

濱
下
武
志
、
二
〇
〇
九
、﹁C

hinese

の
国
際
移
動
と
国
際
秩
序
―
歴
史
、
現
在
、

未
来
﹂﹃
ア
ジ
ア
研
究
﹄
五
五
（
二
）:

五
六
︲
六
九
。

―
―
―
―
、
二
〇
一
三
、﹃
華
僑
・
華
人
と
中
華
網
﹄
岩
波
書
店
。

樋
口
直
人
、
二
〇
〇
二
、﹁
国
際
移
民
の
組
織
的
基
盤
―
移
住
シ
ス
テ
ム
論
の
意

義
と
課
題
﹂﹃
ソ
シ
オ
ロ
ジ
﹄
四
七
（
二
）: 

五
五
︲
七
一
。

法
務
省
出
入
国
管
理
庁
、
二
〇
二
四
、﹁
在
留
外
国
人
統
計
（
旧
登
録
外
国
人
統

計
）
統
計
表
﹂（
二
〇
二
四
三
月
一
八
日
取
得
、https://w

w
w.m

oj.go.jp/isa/
policies/statistics/toukei_ichiran_touroku.htm

l

）。

是
川
夕
、
二
〇
一
二
、﹁
日
本
に
お
け
る
外
国
人
の
定
住
化
に
つ
い
て
の
社
会

階
層
論
に
よ
る
分
析: 

職
業
達
成
と
世
代
間
移
動
に
焦
点
を
あ
て
て
﹂﹃ESR

I 
D

iscussion Paper Series

﹄
二
八
三
。

松
本
暉
男
、
一
九
六
二
、﹁﹁
家
﹂
意
識
の
研
究
﹂、
関
西
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

五
七
︲
七
八
。

松
本
尚
之
、
川
口
幸
大
、
二
〇
二
〇
、﹁
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
ホ
ス
ト
社
会
の
関
係
﹂﹃
グ
ロ
ー
バ
ル
関
係
学
第
六
巻　

移
民
現
象
の
新
展

開
﹄
岩
波
書
店
。

宮
島
喬
、
二
〇
〇
九
、﹁﹁
多
文
化
共
生
の
問
題
と
課
題
﹂
―
日
本
と
西
欧
の
視

野
に
﹂﹃
学
術
の
動
向
﹄
一
四
（
一
二
）: 

一
二
︲
一
九
。

中
野
克
彦
、
二
〇
〇
三
、﹁
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
た
な
展
開
―
在

註
（
1
） 
一
九
八
五
年
、
中
華
人
民
共
和
国
の
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
は

﹁
中
華
人
民
共
和
国
公
民
出
境
入
境
管
理
法
﹂
を
制
定
し
た
。
一
九
八
六

年
に
は
、
国
務
院
の
承
認
を
経
て
、
公
安
部
と
外
交
部
が
﹁
中
華
人
民
共

和
国
外
国
人
入
境
出
境
管
理
法
実
施
細
則
﹂
を
発
表
し
た
。﹁
細
則
﹂
の

第
五
条
で
は
、
中
国
公
民
が
私
事
で
出
国
す
る
際
、
住
所
地
の
市
や
県
の

公
安
機
関
に
申
請
を
提
出
し
、
特
殊
な
状
況
を
除
き
、
承
認
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

一
九
八
五
に
年
身
元
引
受
人
制
度
を
創
設
し
た
。
中
国
残
留
婦
人
、
残
留

孤
児
、
そ
の
家
族
な
ど
﹁
中
国
帰
国
者
﹂
が
日
本
帰
国
後
、
定
着
地
に
お

い
て
ま
ず
頼
る
と
こ
ろ
は
身
元
引
受
人
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
一
〇
月
か

ら
、
平
成
六
年
法
律
第
三
〇
号
、﹃
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の

促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
﹄
を
実
施
し
た
。

（
3
） 

一
九
八
八
年
、
カ
ナ
ダ
は
世
界
で
初
め
て
多
文
化
主
義
政
策
を
法
律
と
し

て
制
定
し
、
カ
ナ
ダ
議
会
が
カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
法
を
成
立
さ
せ
た
。
こ

の
法
律
は
、
多
様
性
、
平
等
、
そ
し
て
包
括
性
を
推
進
す
る
た
め
の
枠
組

み
を
提
供
し
、
多
文
化
主
義
を
カ
ナ
ダ
の
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

重
要
な
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

（
4
） 

野
遊
祭
は
元
々
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に
始
ま
っ
た

が
、
そ
の
後
ベ
ト
ナ
ム
人
、
中
国
人
帰
国
者
、
イ
ン
ド
人
な
ど
多
様
な
国

籍
の
人
々
が
八
尾
市
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
八
尾
市
は
多
文
化
共
生

を
促
進
す
る
目
的
で
年
間
を
通
じ
て
祭
り
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。﹁
い
ろ

ん
な
人
に
出
会
い
、
い
ろ
ん
な
人
と
交
流
し
、
共
に
生
き
る
社
会
を
体
感

す
る
﹂
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
祭
り
の
時
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
民
族

の
文
化
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
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日
中
国
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
メ
デ
ィ
ア
﹂﹃
移
民
の
居
住
と
生
活
﹄明
石
書
店
。

朱
東
芹
、
二
〇
一
八
、﹁﹁
中
国
新
移
民
﹂
の
現
状
﹂﹃
中
国
系
新
移
民
の
新
た
な

移
動
と
経
験
―
世
代
差
が
照
射
す
る
中
国
と
移
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
わ
り
﹄

明
石
書
店
。

鄭
暎
惠
、
二
〇
〇
三
年
、﹃︿
民
が
代
﹀
斉
唱 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
国
民
国
家
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
﹄
岩
波
書
店
。

デ
ブ
ナ
ー
ル
ミ
ロ
シ
ュ
、
二
〇
一
二
、﹁
在
日
外
国
人
の
多
様
化
と
日
本
社
会
へ

の
参
加
―
在
日
チ
ェ
コ
人
と
ス
ロ
バ
キ
ア
人
の
事
例
か
ら
見
え
る
も
う
一
つ

の
可
能
性
﹂﹃
ソ
シ
オ
ロ
ジ
﹄
五
七
（
二
）: 

三
七
︲
五
四
。

ヤ
マ
グ
チ
・
ア
ナ
・
エ
リ
ー
ザ
、
二
〇
二
一
年
、﹃
変
容
す
る
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人

の
家
族
構
成
と
移
動
形
態
:
分
散
型
と
集
住
型
移
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
比
較
﹄

世
織
書
房
。

渡
戸
一
郎
、二
〇
一
九
、﹁︿
多
文
化
共
生
﹀再
考
│︿
多
文
化
主
義
﹀と︿
イ
ン
タ
ー

カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
﹀
の
狭
間
で
﹂﹃
移
民
政
策
研
究
一
一
﹄、
一
八
九
︲

二
〇
七
。
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